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Summary The European Institute was founded in April 2007 to succeed the Institute for the Culture of German Speaking 

Areas. Our main fields of study are: the integration of the EU, films on immigration into Europe, and the 

Sociology of European languages. In 2007, we held three symposiums in each field and another related to modernity 

in literature. 

本学ヨーロッパ研究所は、ドイツ語圏文化研究所を母体として 2007 年 4 月に開設された。その際研究所が今後重点的に取り組むべきテーマと

して、１）ＥＵ統合、２）ヨーロッパ統合における映画、３）ヨーロッパ言語社会学の 3 つを決定した。そして 2007 年度には、この研究テーマ

に沿って３つのシンポジウムが企画・開催された。なおそれとは別に独立したテーマを掲げるシンポジウム１つも開かれた。 

 

１．ヨーロッパ映画における移民たち―移民問題をみる― 

 開催日：2007 年 5 月 12 日、10 月 17 日、11 月 28 日、12 月 5 日 

 研究代表者：ジャン＝クロード・オロリッシュ（ドイツ語学科）、ライノルト・オプヒュルス＝鹿島（ドイツ語学科）、真鍋正紀（本学非常勤講

師） 

 フランスやドイツにおける「スカーフ論争」や、ヨーロッパ諸国へ流入する不法入国者・不法滞在者問題をはじめとして、移民はヨーロッパ社

会に影響を与え続けており、テーマとしての「移民」は大きな関心を集めている。映画メディアはこのテーマをどのように写し取り、あるいは文

字通り「映し撮って」いるのだろうか。ここでは、映画メディアにおける移民たちはどのようなステレオタイプやモデルによって、いかなる語り

口で描き出されているのか、また誰の視線で、何がそこでは写しとられているのかを、分析の対象とする。すでにイギリス映画界、さらにハリウ

ッドで成功しているスティーブン・フリアーズ(Stephen Frears)をはじめ、近年高い評価を受けているトルコ系移民第二世代の監督ファティー・

アキン(Fatih Akin)のほかにも、これまでたくさんの監督が「移民」を素材に映像作品を製作している。ネーションごとに異なる発展を遂げてき

たヨーロッパ映画の歴史を踏まえ、「移民」を扱った複数の映像作品の差異と共通点を見出し、この問題圏の全体像を提示していくことを、本シン

ポジウムでは試みた。 

 

２．ヨーロッパ統合の現状と課題―ＥＵと構成国の現状を多角的に分析する― 

開催日：2007 年 6 月 29 日、30 日 

 企画代表者：ジャン＝クロード・オロリッシュ（ドイツ語学科）、中村雅治（フランス語学科）、河崎健（ドイツ語学科） 

 本シンポジウムは大きく分けて 3 つの部分からなる。第 1 セッションは、2007 年 4 月末から 5 月初めにかけて行われたフランス大統領選挙前

後のフランスの政治・経済・文化状況を取り上げ、ヨーロッパ統合問題と関連づけながら分析を試みたものである。 

第 2 セッションは、2007 年がローマ条約調印 50 周年にあたることから、ヨーロッパ統合が成し遂げたこと、現在の課題などを取り上げた。21

世紀初めのヨーロッパで進行するアクチュアルな話題を論じることで、半世紀にわたる統合の歴史的発展の経緯を振り返り、今後のヨーロッパを

考察するために有用ないくつかの視点を提供しようとした。第 3 セッションは国内社会のヨーロッパ化の現象を取り上げた。なおシンポジウムの

結果は、ヨーロッパ研究所の研究叢書第 1 巻『ヨーロッパ統合の現状と課題』（2008 年 3 月）として出版された。 

 

３．ヨーロッパ言語とアジア圏―言語政策の過去・現在・未来― 

 開催日：2007 年 8 月 2 日、3 日 

 本シンポジウムは第 5 回目の新渡戸記念国際シンポジウムを上智大学に誘致し、本学ヨーロッパ研究所の設立行事の一つとして開催されたもの

である。このシンポジウムは異なる地域の言語政策の専門家が議論を深める機会を提供することを目的として、オランダの世界言語問題調査・記

録センターが中心となって、世界各地で開いてきたものである。今回はアジア諸国の言語政策においてヨーロッパ言語が果たした役割および今後

の展望についてさまざまな議論が行われた。 

 今回のシンポジウムにおいては、アジア諸国の言語政策においてヨーロッパ言語が果たしてきた役割および今後の展望についてさまざまな角

度から議論が行われた。 

初日は、ヨーロッパ言語とアジア言語の接触（Ｊ．Ｃ．オロリッシュ、ヨーロッパ研究所長（当時））、今回の新渡戸シンポジウムの位置づけ（Ｈ．

トンキン、ＣＥＤ代表）、新渡戸稲造の「架け橋」の思想（佐藤全弘、大阪市立大学名誉教授）に関する三つの導入講演の後、アジアにおける「言

語政策の課題と挑戦」、「ヨーロッパ言語の役割と展望」の二セッションが続いた。 

翌日は「英語の土着化と抵抗」、「アイデンティティ、トランスナショナリズムと言語権」、「多様性の尊重と橋渡しの可能性」の三セッションが

行われた。 

  

４．文学のパラダイムとしてのモダン 

 開催日：2008 年 3 月 15 日、16 日 

文学における「モダン」について問うことは、１）文学にとっての「新しさ」「機能性」が持つ意義について問うことにつながる。その背後には、

「古いもの」に価値を見出し、それを受け継いでいくことをよしとする立場と、「新しいもの」にこそ価値があると考え、それによって「古いもの」

を克服しようとする立場との、文化全体に関わる２つの立場のせめぎ合いがある。したがって、文学における「モダン」について問うことは、２）

文学が思想として「近代」を、どのように受け止め、どう判断したかを明らかにする作業でもある。 

上記の１）、２）について問うことは、３）「文学」と「近代」の本質的特徴について解明する作業となる。その際、ゲオルク・ジンメルが『貨

幣論』において指摘した、「古代」と「近代」の思考の特徴は、本共同研究の作業仮説として位置づけられる。すなわちジンメルによれば、４）「古

代」においては「実質」「実体」をともなった「存在」、「物そのもの」が世界を構成しているのに対して、「近代」においては「抽象化」「機能化」

された「代替物」「記号」（＝貨幣）が世界を構成するのである。 

以上の前提に基づき、本共同研究では、「モダン」の概念を、２０世紀の「モダニズム」に限定せず、通時的・歴史的視点をも加えることにより、

「モダン」の意味内容を立体的に浮かび上がらせようと試みた。 


